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第1章

1 ユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代、イスラエルの王、ヨアシュの子ヤロブア

ムの時代に、ベエリの子ホセアにあった主のことば。

2 主がホセアに語られたことのはじめ。 主はホセアに言われた。「行って、姦淫の女と姦淫の

子らを引き取れ。この国は主に背を向け、淫行にふけっているからだ。」

3 彼は行って、ディブライムの娘ゴメルを妻とした。彼女は身ごもって、彼に男の子を産んだ。

4 主は彼に言われた。「その子をイズレエルと名づけよ。しばらくすれば、わたしがイズレエル

での流血のゆえにエフーの家を罰し、イスラエルの家の王国を終わらせるからだ。

5 その日、わたしはイズレエルの平原で、イスラエルの弓を折る。」

6 ゴメルはまた身ごもって、女の子を産んだ。主は彼に言われた。「その子をロ・ルハマと名づ

けよ。わたしはもう二度とイスラエルの家をあわれむことはなく、決して彼らを赦さないから

だ。

7 しかし、わたしはユダの家をあわれみ、彼らの神、主として、彼らを救う。ただし、弓、剣、

戦い、あるいは馬、騎兵によって救うのではない。」

8 彼女はロ・ルハマを乳離れさせると、身ごもって男の子を産んだ。

9 主は言われた。「その子をロ・アンミと名づけよ。あなたがたはわたしの民ではなく、わたし

はあなたがたの神ではないからだ。」

10 イスラエルの子らの数は、 量ることも数えることもできない 海の砂のようになる。 「あなた

がたはわたしの民ではない」 と言われたその場所で、 彼らは「生ける神の子ら」と言われ

る。

11 ユダの人々とイスラエルの人々は 一つに集められ、 一人のかしらを立てて その地から上って

来る。 まことに、イズレエルの日は大いなるものとなる。

第2章

1 言え。あなたがたの兄弟には、「わたしの民」と。 あなたがたの姉妹には、「あわれまれる

者」と。

2 「問いただせ。あなたがたの母を問いただせ。 彼女はわたしの妻ではなく、 わたしは彼女の

夫ではないから。 その顔から淫行を、 その乳房の間から姦淫を取り除け。

3 そうでなければ、 わたしは彼女の衣をはぎ取って裸にし、 生まれた日のようにして彼女をさ

らし、 荒野のようにし、 砂漠の地のようにして、 渇きで彼女を死なせる。

4 彼女の子らを、わたしはあわれまない。 彼らは姦淫の子らだから。

5 彼らの母は姦淫を行い、 彼らをはらんで恥をさらした。 彼女は言ったものだ。 『私の愛人た

ちの後について行こう。 彼らはパンと水、羊毛と麻、 油と飲み物をくれる』と。

6 それゆえ、わたしは 茨で彼女の道に垣根を巡らし、 彼女が通い路を見つけないように 石垣を

積む。

7 彼女は愛人たちの後を追っても、 追いつけない。 彼らを捜し求めても、見つけられない。 彼

女は言う。 『私は初めの夫のところに戻ろう。 あのころは今よりも幸せだったから』と。

8 しかし彼女は知らない。 このわたしが、 穀物と新しいぶどう酒と油を彼女に与えたのを。 わ

たしが銀と金を多く与えると、 彼らはそれをバアルに造り上げたのだ。



9 それゆえ、わたしはその時になれば、 わたしの穀物を取り返す。 その時期になれば、わたし

の新しいぶどう酒を。 また、彼女の裸をおおっている わたしの羊毛と麻をはぎ取る。

10 今、わたしは彼女の恥を、 愛人たちの目の前で暴く。 彼女をわたしの手から救い出せる者は

いない。

11 わたしは彼女のすべての喜びを、 祭り、新月祭、安息日、 すべての例祭を終わらせる。

12 『これは、愛人たちが払ってくれた私への報酬』 と彼女が言った、あのぶどうの木と いちじ

くの木を荒れすたらせる。 わたしはこれを林に変えて、 野の獣が貪り食うようにする。

13 彼女がバアルの神々に仕えた日々のゆえに、 わたしは彼女を罰する。 彼女はバアルの神々に

香をたき、 耳輪や飾りを付けて 愛人たちの後について行き、 このわたしを忘れた。 ──主の

ことば。

14 それゆえ、見よ、わたしは彼女を誘い、 荒野に連れて行って 優しく彼女に語ろう。

15 わたしはそこを彼女のためにぶどう畑にし、 アコルの谷を望みの門とする。 その場所で彼女

は答える。若いころのように、 エジプトの地から上って来たときのように。

16 その日になると──主のことば── あなたはわたしを『私の夫』と呼び、 もう『私のバアル』と

は呼ばない。

17 わたしがもろもろのバアルの名を 彼女の口から取り除く。 その名はもう覚えられることはな

い。

18 その日、わたしは彼らのために、 野の獣、空の鳥、地面を這うものと契約を結ぶ。 わたしは

弓と剣と戦いを地から絶やし、 彼らを安らかに休ませる。

19 わたしは永遠に、あなたと契りを結ぶ。 義とさばきと、恵みとあわれみをもって、 あなたと

契りを結ぶ。

20 真実をもって、あなたと契りを結ぶ。 このとき、あなたは主を知る。

21 その日、わたしは応えて言う。 ──主のことば── わたしは天に応え、 天は地に応え、

22 地は、穀物と新しいぶどう酒と油に応え、 それらはイズレエルに応える。

23 わたしは、わたしのために地に彼女を蒔き、 あわれまれない者をあわれむ。 わたしは、わた

しの民ではない者に 『あなたはわたしの民』と言い、 彼は『あなたは私の神』と応える。」

第3章

1 主は私に言われた。「再び行って、夫に愛されていながら姦通している女を愛しなさい。ちょ

うど、ほかの神々の方を向いて干しぶどうの菓子を愛しているイスラエルの子らを、主が愛し

ているように。」

2 それで私は、銀十五シェケルと、大麦一ホメルと大麦一レテクで彼女を買い取り、

3 彼女に言った。「これから長く、私のところにとどまりなさい。もう姦淫をしたり、ほかの男

と通じたりしてはいけない。私も、あなたにとどまろう。」

4 これは、イスラエルの子らが、これから長く、王もなく、首長もなく、いけにえも石の柱もな

いところに、エポデもテラフィムもないところにとどまるからだ。

5 その後で、イスラエルの子らは帰って来て、自分たちの神である主と、自分たちの王ダビデを

尋ね求める。そして終わりの日には、主とそのすばらしさにおののく。



第4章

1 イスラエルの子らよ、主のことばを聞け。 主はこの地に住む者を訴えられる。 この地には真

実もなく、誠実さもなく、 神を知ることもないからだ。

2 呪いと、欺きと、 人殺しと、盗みと、姦通がはびこり、 流血に流血が続いている。

3 それゆえ、この地は喪に服し、 そこに住む者はみな、 野の獣、空の鳥とともに衰え果て、 海

の魚さえも一掃される。

4 「だれも口論してはならない。 だれも人を責めてはならない。 あなたの民は、祭司と口論す

る者のようだ。

5 あなたは昼つまずき、 預言者も、あなたとともに夜つまずく。 わたしはあなたの母を滅ぼ

す。

6 わたしの民は知識がないので滅ぼされる。 あなたが知識を退けたので、 わたしもあなたを退

け、わたしの祭司としない。 あなたがあなたの神のおしえを忘れたので、 わたしもまた、あ

なたの子らを忘れる。

7 彼らは増えるにしたがって、 ますますわたしに罪を犯した。 わたしは彼らの栄光を恥に変え

る。

8 彼らは、わたしの民の 罪のきよめのささげ物を貪り食い、 民の咎に望みをかけている。

9 民も祭司も同じようになる。 わたしはその生き方のゆえに彼らを罰し、 その行いのゆえに彼

らに報復する。

10 彼らは食べても満たされず、 姦淫しても増えることはない。 彼らが主を捨てて、姦淫を続け

るからだ。

11 ぶどう酒、新しいぶどう酒は良識を失わせる。

12 わたしの民は木に伺いを立て、 棒が彼らに事を告げる。 これは、姦淫の霊が彼らを迷わせ、

彼らが自分の神のもとを離れて、姦淫したからだ。

13 彼らは山々の頂でいけにえを献げ、 丘の上で犠牲を供える。 樫の木、ポプラ、テレビンの木

の下で。 その木陰が心地よいからだ。 それで、あなたがたの娘は淫行をし、 あなたがたの嫁

は姦通をする。

14 わたしは、あなたがたの娘が姦淫をしても、 あなたがたの嫁が姦通をしても、罰しない。 男

たちは遊女とともに離れ去り、 神殿娼婦とともにいけにえを献げている。 悟ることのない民

は滅びに落ちる。

15 イスラエルよ。あなたが淫行をしても、 ユダを咎ある者にさせてはならない。 ギルガルに行

ってはならない。 ベテ・アベンに上ってはならない。 『主は生きておられる』と誓ってはな

らない。

16 まことに、頑なな雌牛のように イスラエルは頑迷だ。 今、主は彼らを 広いところにいる子羊

のように養うだろうか。

17 エフライムは偶像にくみしている。 そのなすに任せるがよい。

18 彼らは酒を飲んでは、 淫行にふけり、 淫らなふるまいで恥を愛してやまない。

19 風はその翼で彼らを巻き込む。 彼らは自分たちのいけにえのゆえに恥を見る。」



第5章

1 「祭司たちよ、これを聞け。 イスラエルの家よ、心せよ。 王の家よ、耳を傾けよ。 あなたが

たにさばきが下る。 あなたがたはミツパで罠となり、 タボルの上に張られた網となったから

だ。

2 曲がった者たちは殺戮を極めた。 しかし、わたしは彼らすべてを懲らしめる。

3 わたしはエフライムをよく知っている。 イスラエルはわたしに隠されていない。 今や、エフ

ライムよ、あなたは姦淫をし、 イスラエルは汚れてしまった。

4 彼らは、自分の悪行を捨てて 自分の神に帰ろうとしない。 姦淫の霊が彼らのうちにあり、 彼

らが主を知らないからだ。

5 イスラエルの高慢はその顔に表れている。 イスラエルとエフライムは、 自分の不義につまず

き、 ユダも彼らとともにつまずく。

6 彼らは羊の群れ、牛の群れを連れて行き、 主を尋ね求めるが、見つけることはない。 主が彼

らから離れ去ったのだ。

7 彼らは主を裏切り、他国人の子を生んだ。 今や、新月の祭りが彼らとその地所を食い尽く

す。

8 ギブアで角笛を、 ラマでラッパを吹き鳴らせ。 ベテ・アベンでときの声をあげよ。 ベニヤミ

ンよ、うしろを警戒せよ。

9 エフライムは懲らしめの日に、 恐怖のもととなる。 わたしはイスラエルの諸部族に、 確かに

起こることを知らせる。

10 ユダの首長たちは、 地境を移す者のようになった。 わたしは彼らの上に 激しい怒りを水のよ

うに注ぐ。

11 エフライムは虐げられ、 さばかれて打ち砕かれる。 彼が自ら進んで 人の決め事に従って歩ん

だからだ。

12 わたしはエフライムにはシミのようになり、 ユダの家には腐れのようになる。

13 エフライムは自分の病を見た。 ユダは自分の腫れものを。 エフライムはアッシリアに行き、

大王に人を遣わした。 しかし、彼はあなたがたを癒やすことができず、 あなたがたの腫れも

のも治せない。

14 わたしが、エフライムには獅子のようになり、 ユダの家には若い獅子のようになるからだ。

わたし、このわたしが引き裂いて歩き、 さらって行くが、助け出す者はだれもいない。

15 わたしは自分のところに戻っていよう。 彼らが罰を受け、わたしの顔を慕い求めるまで。 彼

らは苦しみながら、わたしを捜し求める。」

第6章

1 さあ、主に立ち返ろう。 主は私たちを引き裂いたが、また、癒やし、 私たちを打ったが、包

んでくださるからだ。

2 主は二日の後に私たちを生き返らせ、 三日目に立ち上がらせてくださる。 私たちは御前に生

きる。

3 私たちは知ろう。 主を知ることを切に追い求めよう。 主は暁のように確かに現れ、 大雨のよ

うに私たちのところに来られる。 地を潤す、後の雨のように。



4 「エフライムよ、わたしはあなたに何をしようか。 ユダよ、わたしはあなたに何をしよう

か。 あなたがたの真実の愛は朝もやのよう、 朝早く消え去る露のようだ。

5 それゆえ、わたしは預言者たちによって 彼らを切り倒し、 わたしの口のことばで彼らを殺

す。 あなたへのさばきが、光のように出て行く。

6 わたしが喜びとするのは真実の愛。 いけにえではない。 全焼のささげ物よりむしろ、 神を知

ることである。

7 ところが、彼らはアダムのように契約を破り、 そこでわたしを裏切った。

8 ギルアデは不法を行う者の町、 血の足跡に満ちている。

9 盗賊が人を待ち伏せするように、 祭司たちは徒党を組み、 シェケムへの道で人を殺す。 彼ら

は実に淫らなことを行う。

10 イスラエルの家に わたしはおぞましいことを見た。 エフライムはそこで姦淫をし、 イスラエ

ルは汚れてしまった。

11 ユダよ、あなたにも刈り入れが定まっている。 わたしが、わたしの民を元どおりにするとき

に。」

第7章

1 「わたしがイスラエルを癒やすとき、 エフライムの咎、サマリアの悪はあらわになる。 彼ら

が偽りを行い、盗人が押し入り、 外では略奪隊が襲うからだ。

2 しかし、彼らは考えもしない。 わたしが彼らのすべての悪を覚えていることを。 今、彼らの

悪行は彼らを取り囲んで、 わたしの面前にある。

3 彼らは悪事によって王を、 偽りによって首長たちを喜ばせる。

4 彼らはみな姦通する者。 パンを焼くときの燃えるかまどのようだ。 生地がこねられてから、

ふくらむまでは、 燃え立つことをやめている。

5 われわれの王の日に、 首長たちは酒の熱で気分が悪くなり、 王は嘲る者たちと手を握る。

6 彼らは心をかまどのようにして、 陰謀を企てる。 夜通し、パンを焼く者は眠るが、 朝になる

と、 かまどは燃え立つ火のように燃えるのだ。

7 彼らはみな、かまどのように熱くなって、 自分をさばく者たちを食い尽くす。 自分の王たち

もみな倒れる。 彼らのうちだれ一人、 わたしを呼び求める者はいない。

8 エフライムは、もろもろの民の中に混じり込む。 エフライムは、片面しか焼けていないパン

だ。

9 他国人が彼の力を食い尽くしても、 彼はそれに気づかない。 白髪が生えても、 彼はそれに気

づかない。

10 イスラエルの高慢はその顔に表れている。 彼らは、自分たちの神、主に立ち返らず、 このす

べてがあっても、主を尋ね求めない。

11 エフライムは愚かな鳩のようで、良識がない。 エジプトを呼び求め、アッシリアに飛んで行

く。

12 彼らが赴くとき、 わたしは彼らの上に網を張り、 空の鳥のように彼らを引き降ろす。 彼らの

群れの音を聞くとき、 わたしは彼らを懲らしめる。



13 わざわいだ、彼らは。 わたしから離れ去ったのだから。 彼らは、踏みにじられるがよい。 わ

たしに背いたのだから。 わたしが贖い出そうとしているのに、 彼らはわたしに向かってまや

かしを言う。

14 心からわたしに向かって叫ばずに、 自分たちの床の上で泣きわめいている。 穀物と新しいぶ

どう酒のためには群がって来る。 しかし、わたしからは離れて行く。

15 わたしが訓戒し、 彼らの腕を強くしたのに、 このわたしに対して悪事を企む。

16 彼らはいと高き方に立ち返らない。 彼らは欺きの弓のようだ。 彼らの首長たちは、ののしっ

たために剣に倒れる。 これはエジプトの地で、嘲りのもととなる。」

第8章

1 「あなたの口に角笛を当てよ。 鷲のようなものが、主の宮の上にいる。 彼らがわたしの契約

を破り、 わたしのおしえに背いたからだ。

2 彼らはわたしに向かって叫ぶ。 『わが神よ、 私たちイスラエルは、あなたを知っています』

と。

3 イスラエルは善を退けた。 敵は彼らに追い迫る。

4 彼らは王を立てたが、わたしによってではない。 首長を立てたが、わたしは知らない。 彼ら

は自分の銀や金で 自分のために偶像を造った。 ただ断ち切られるために。

5 サマリアよ、あなたの子牛は退けられる。 わたしは彼らに向かって怒りを燃やす。 いつにな

れば、彼らは罪のない者となれるのか。

6 それはイスラエルから出たもの。 それは職人が造ったもので、 神ではない。 サマリアの子牛

は粉々に砕かれる。

7 彼らは風を蒔いて、つむじ風を刈り取る。 麦には穂が出ないので、 麦粉を作れない。 作れた

としても、他国人がこれを食い尽くす。

8 イスラエルは吞み込まれた。 今や、彼らは国々の間にあって、 だれにも喜ばれない器のよう

になった。

9 彼らは、ひとりぼっちの野ろばで、 アッシリアへ上って行った。 エフライムは愛を求めて贈

り物をした。

10 彼らが諸国の民に物を贈っても、 今、わたしはそれらを集める。 彼らは、王や首長への貢ぎ

によって 間もなく汚されることになる。

11 エフライムは祭壇を増やして 罪を犯すようになった。 それらは彼にとって 罪を犯すための祭

壇となった。

12 わたしが彼のために、多くのおしえを書いても、 彼らはこれを他国人のもののように見な

す。

13 わたしへのささげ物のいけにえとして 彼らが肉を献げて食べたとしても、 主はこれを喜ばな

い。 今、主は彼らの不義を覚え、 その罪を罰する。 彼らはエジプトに帰る。

14 イスラエルは自分の造り主を忘れ、 神殿をいくつも建てた。 ユダは、城壁のある町々を増し

加えた。 しかし、わたしはその町々に火を放つ。 火はその宮殿を焼き尽くす。」



第9章

1 イスラエルよ、喜ぶな。 諸国の民のように楽しむな。 あなたは自分の神に背いて姦淫したか

らだ。 あなたはすべての麦打ち場で 姦淫の報酬を愛した。

2 打ち場も踏み場も彼らを養わない。 新しいぶどう酒も彼らを裏切る。

3 彼らは主の地に住むことはない。 エフライムはエジプトに帰り、 また、アッシリアで汚れた

物を食べる。

4 彼らは主にぶどう酒を注がず、 自分たちのいけにえで主を喜ばせない。 彼らのパンは喪中の

パンのようで、 これを食べる者はみな身を汚す。 彼らのパンは自分のためだけ。 主の宮に持

ち込むことはできない。

5 例祭の日、主の祭りの日に、 あなたがたは何をするのか。

6 見よ。彼らが破壊を逃れても、 エジプトが彼らを集め、メンフィスが彼らを葬る。 彼らが慕

う銀には、いらくさが、 彼らの天幕には、あざみがはびこる。

7 刑罰の日が来た。報復の日が来た。 イスラエルに知らせよ。 預言者は愚か者、霊の人は気の

ふれた者だ。 これは、あなたの大きな不義のゆえ、 激しい敵意のゆえである。

8 エフライムの見張りは、私の神とともにいる。 しかし預言者には、すべての道に罠が仕掛け

られ、 彼の神の家には憎しみがある。

9 彼らはギブアの日のように、心底まで堕落した。 主は彼らの咎を心に留め、その罪を罰す

る。

10 「わたしはイスラエルを、 荒野のぶどうのように見出し、 あなたがたの先祖を、 いちじくの

木の初なりの実のように見ていた。 バアル・ペオルにやって来たとき、 彼らは恥ずべきもの

に身を委ね、 自分たちが愛しているものと同じように、 彼ら自身も忌まわしいものとなっ

た。

11 エフライム。その栄光は鳥のように飛び去り、 産むことも、身ごもることも、宿すこともな

い。

12 たとえ彼らが子どもを育てても、 わたしは彼らに子を失わせ、 人がいなくなるようにする。

わたしが彼らを離れるとき、 まことに、彼らにわざわいが来る。

13 エフライムは、わたしが見たところ、 牧場に植えられたツロのようであった。 しかし今や、

エフライムはその子らを 屠り場に連れ出さなければならない。」

14 主よ、彼らに与えてください。 あなたは何をお与えになりますか。 彼らに与えてください。

死産の胎を、 涸れた乳房を。

15 「彼らのすべての悪はギルガルにある。 わたしはそこで彼らを憎んだのだ。 彼らの悪い行い

のゆえに、 わたしは彼らをわたしの宮から追い出し、 もはや彼らを愛さない。 その首長たち

はみな頑迷な者だ。

16 エフライムは打たれ、 その根は枯れて、 実も結ばない。 たとえ子を産んでも、 わたしはその

胎の実である、いとし子を殺す。」

17 私の神は彼らを退ける。 彼らが神に聞き従わなかったからだ。 彼らは国々の間で、さすらい

人となる。



第10章

1 イスラエルは生い茂るぶどうの木。 それは多くの実をつけた。 実が増えるにしたがって 祭壇

の数を増やし、 その地が豊かになるにしたがって 石の柱を豊かにした。

2 彼らの心は偽りだ。 今、彼らはその罰を受ける。 主が彼らの祭壇を壊し、 彼らの石の柱を踏

みにじられる。

3 今、彼らは言う。 「私たちに王はいない。 私たちが主を恐れていないからだ。 王がいても、

私たちに何ができるだろうか。」

4 彼らは無駄口をきき、 むなしい誓いを立てて契約を結ぶ。 さばきは、 畑の畝の毒草のように

生い出る。

5 サマリアの住民は、 ベテ・アベンの子牛のことでおののく。 その民はそのことで喪に服し、

偶像に仕える祭司たち、 その栄光を喜んでいた者たちも喪に服す。 栄光が子牛から去ったか

らだ。

6 それはアッシリアに持ち去られ、 大王への贈り物となる。 エフライムは恥を受け、 イスラエ

ルは自分のはかりごとで恥を見る。

7 サマリアは滅び失せ、 その王は水の面の木片のようだ。

8 イスラエルの罪である アベンの高き所は滅ぼし尽くされる。 茨とあざみが 彼らの祭壇の上に

生い茂る。 彼らは山々に向かって 「私たちをおおえ」と言い、 丘に向かって 「私たちの上に

崩れ落ちよ」と言う。

9 「イスラエルよ。ギブアの日以来、 あなたは罪を犯してきた。 そこで彼らは同じことを行っ

ている。 ギブアで、戦いが この不法の民を襲わないだろうか。

10 彼らを懲らしめることがわたしの願いだ。 二つの不義のために彼らが捕らえられるとき、 諸

国の民が集められて彼らに敵対する。

11 エフライムは飼いならされた雌の子牛、 麦打ち場で踏むことを好む。 しかし、わたしはその

美しい首にくびきを掛ける。 わたしがエフライムに乗り、 ユダが耕し、 ヤコブが馬ぐわを引

くようになる。

12 あなたがたは正義の種を蒔き、 誠実の実を刈り入れ、 耕地を開拓せよ。 今が主を求める時

だ。 ついに主は来て、 正義の雨をあなたがたの上に降らせる。」

13 あなたがたは悪を耕し、 不正を刈り取り、 偽りの実を食べた。 それはあなたが自分の力に、

自分の勇士の数に拠り頼んだからだ。

14 あなたの民の中で戦塵が起こり、 要塞はみな打ち滅ぼされる。 戦いの日にシャルマンが ベ

テ・アルベルを踏みにじったように、 母親は子どもたちのそばで八つ裂きにされる。

15 ベテルよ。 あなたがたの悪があまりにもひどいので、 このようなことがあなたがたになされ

る。 夜明けには、イスラエルの王は全く滅ぼされる。

第11章

1 「イスラエルが幼いころ、わたしは彼を愛し、 エジプトからわたしの子を呼び出した。

2 彼らは、呼べば呼ぶほど ますます離れて行き、 もろもろのバアルにいけにえを献げて、 刻ん

だ像に犠牲を供えた。



3 このわたしがエフライムに歩くことを教え、 彼らを腕に抱いたのだ。 しかし、わたしが彼ら

を癒やしたことを 彼らは知らなかった。

4 わたしは人間の綱、愛の絆で 彼らを引いてきた。 わたしは彼らにとって あごの口籠を外す者

のようになり、 彼らに手を伸ばして食べさせてきた。

5 彼はエジプトの地には帰らない。 アッシリアが彼の王となる。 彼らがわたしに立ち返ること

を拒んだからだ。

6 剣は、その町々に対して荒れ狂い、 かんぬきの取っ手を打ち砕き、 彼らのはかりごとのゆえ

に、町々を食い尽くす。

7 わたしの民は頑なに わたしに背いている。 いと高き方に呼ばれても、 ともにあがめようとは

しない。

8 エフライムよ。わたしはどうして あなたを引き渡すことができるだろうか。 イスラエルよ。

どうして あなたを見捨てることができるだろうか。 どうしてあなたを アデマのように引き渡

すことができるだろうか。 どうしてあなたを ツェボイムのようにすることができるだろう

か。 わたしの心はわたしのうちで沸き返り、 わたしはあわれみで胸が熱くなっている。

9 わたしは怒りを燃やして 再びエフライムを滅ぼすことはしない。 わたしは神であって、人で

はなく、 あなたがたのうちにいる聖なる者だ。 わたしは町に入ることはしない。

10 彼らは主の後について行く。 主は獅子のようにほえる。 まことに主がほえると、 子らは西か

ら震えながらやって来る。

11 鳥のようにエジプトから、 鳩のようにアッシリアの地から、 彼らは震えながらやって来る。

わたしは彼らを自分たちの家に住ませよう。 ──主のことば。

12 わたしは、エフライムの偽りと、 イスラエルの家の欺きで囲まれている。 しかしユダは、な

お神とともに歩み、 聖なる方に対して忠実である。」

第12章

1 エフライムは風を飼い、 一日中、東風の後を追う。 重ねるのは虚偽と暴行。 アッシリアと契

約を結び、 エジプトに油を送る。

2 主には、ユダに対して言い分がある。 主は、生き方に応じてヤコブを罰し、 行いに応じて彼

に報いる。

3 ヤコブは母の胎で兄のかかとをつかみ、 その力で神と争った。

4 御使いと格闘して勝ったが、 泣いてこれに願った。 ベテルでは神に出会い、 神はそこで彼に

語りかけた。

5 主は万軍の神。 その呼び名は主。

6 あなたは、あなたの神に立ち返り、 誠実と公正を守り、 絶えずあなたの神を待ち望め。

7 商人は手に欺きの秤を持ち、 虐げることを好む。

8 エフライムは言った。 「確かに私は富んでいる。 私には力がある。 私のすべての勤労の実が

あれば、 私のうちに、罪となる不義は見つからない。」

9 「しかしわたしは、エジプトの地にいたときから、 あなたの神、主である。 例祭の日のよう

に、 再びあなたを天幕に住まわせる。

10 わたしは預言者たちに語ってきた。 わたしが多くの幻を示し、 預言者たちによってたとえを

示したのだ。」



11 ギルアデは不法そのもの。 いや、彼らはむなしいものとなった。 ギルガルで雄牛が献げられ

たが、 その祭壇も、畑の畝の石くれの山になる。

12 ヤコブはアラムの地に逃げて行き、 イスラエルは妻を迎えるために働いた。 妻を迎えるため

に羊の番をした。

13 主は一人の預言者によって、 イスラエルをエジプトから連れ上り、 一人の預言者によって、

これを守られた。

14 エフライムは主の激しい怒りを引き起こした。 彼の主は、その血の責任を彼の上に下し、 彼

のそしりに報いを返される。

第13章

1 「エフライムは震えながら語ったとき、 イスラエルの中であがめられた。 しかし、バアルの

ことで咎ある者となって死んだ。

2 今、彼らは罪を重ね、 自分のために銀で鋳物の像を造り、 自分の考えで偶像を造った。 これ

はみな、職人のわざ。 彼らはこれについて言う。 『人を献げる者たちは、子牛に口づけせ

よ』と。

3 それゆえ、彼らは朝もやのように、 朝早く消え去る露のようになる。 打ち場から吹き散らさ

れる籾殻のように、 また、穴から出る煙のようになる。

4 しかしわたしは、エジプトの地にいたときから、 あなたの神、主である。 あなたはわたしの

ほかに神を知らない。 わたしのほかに救う者はいない。

5 このわたしは荒野で、 干ばつの地であなたを知っていた。

6 しかし牧草で満腹したとき、 彼らは満ち足り、心は高ぶり、 そうしてわたしを忘れた。

7 わたしは彼らに対して獅子のようになり、 豹のように道端で待ち伏せる。

8 子を奪われた雌熊のように彼らに襲いかかり、 彼らの胸をかき裂いて、 その場で雌獅子のよ

うに食らう。 野の獣は彼らを引き裂く。

9 イスラエルよ、あなたは滅ぼされる。 あなたの助け手である、わたしに背いたからだ。

10 では、あなたの王はどこにいるのか。 すべての町のうちで、あなたを救う者は。 あなたをさ

ばく者たちはどこにいるのか。 かつてあなたが 『私に王と高官たちを与えよ』と言った者た

ちは。

11 わたしは、怒ってあなたに王を与え、 また憤ってこれを奪い取る。

12 エフライムの不義は束ねられ、 その罪は蓄えられている。

13 子を産む女の激しい痛みが彼のところに来るが、 彼は知恵のない子で、 時が来ても、母の胎

から出て来ない。

14 わたしはよみの力から彼らを贖い出し、 死から彼らを贖う。 死よ、おまえのとげはどこにあ

るのか。 よみよ、おまえの針はどこにあるのか。 あわれみはわたしの目から隠されている。

15 彼は兄弟たちの中で栄えている。 だが、東風が吹いて来て、 主の息が荒野から立ち上り、 水

源は涸れ、泉は干上がる。 それはすべての尊い器がある宝物倉を略奪する。

16 サマリアは咎ある者となる。 自分の神に逆らったからだ。 彼らは剣に倒れ、 幼子たちは八つ

裂きにされ、 妊婦たちは切り裂かれる。」



第14章

1 イスラエルよ。 あなたの神、主に立ち返れ。 あなたは自分の不義につまずいたのだ。

2 あなたがたはことばを用意し、 主に立ち返れ。 主に言え。 「すべての不義を赦し、 良きもの

を受け入れてください。 私たちは唇の果実をささげます。

3 アッシリアは私たちを救えません。 私たちはもう馬に乗らず、 自分たちの手で造った物に

『私たちの神』と言いません。 みなしごがあわれまれるのは、 あなたによってです。」

4 「わたしは彼らの背信を癒やし、 喜びをもって彼らを愛する。 わたしの怒りが彼らから離れ

去ったからだ。

5 わたしはイスラエルにとって露のようになる。 彼はゆりのように花咲き、 レバノン杉のよう

に根を張る。

6 その若枝は伸び、 その輝きはオリーブの木のように、 その香りはレバノン杉のようになる。

7 その陰に住むものたちは、 穀物のように生き返り、 ぶどうの木のように芽をふく。 その名声

はレバノンのぶどう酒のようになる。

8 エフライムよ。 わたしと偶像との間に、どういう関わりがあるか。 わたしが応え、わたしが

世話をする。 わたしは緑のもみの木のようだ。 わたしから、あなたは実を得るのだ。」

9 知恵ある者はだれか。 その人はこれらのことを悟れ。 悟りのある者はだれか。 その人はそれ

らのことをよく知れ。 主の道は平らだ。 正しい者はこれを歩み、 背く者はこれにつまずく。


